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図-3 自重貫入RIコーンの測定結果のBG 分布 
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１． 発表概要 

第 3 回では，地盤調査で用いられるラジオアイソトープ（RI）コーンを用いた線源を装着しない状態での自然放

射線量（BG）測定でのカウント数（計数率）N（cps）と空間線量率E（μSv/h）の相関性が良いことを報告した 1),2)。

第 4 回では BG の異なる山砂、真砂土で測定した BG とそれぞれの放射能濃度 Bq/kg との相関についても検証し，

RIコーンを用いて全国で測定した自然放射能濃度の結果を報告した 3)。今回は水上に船を浮かべて手軽に底質土の

放射能濃度が測定できる自重貫入型の RI コーンプローブを用いた測定方法並びにその結果について報告する。こ

の手法を用いると沿岸部や川，湖等に降下した福島第一原発事故由来放射性物質の底質土への影響について評価可

能である。また，BG測定と同時に行う電気式コーン貫入試験結果で地盤の強度や種類についても推定可能である。 

２． 自重貫入型 RIコーン測定例の紹介 

過去に湖や海上で船の上から自重貫入型RIコーンを適用した例としては有明海 4)や諏訪湖 5)等がある。代表的な

測定方法は図-1並びに図-2に示したとおりである。 

３．自重貫入型 RIコーン測定結果の BGについて 

過去に自重貫入型RIコーンで測定した結果の

BG 分布をまとめて図-3に示す。測定結果のBG

は 60cps～200cps の範囲に分布しており，自然放

射能濃度は 300～700Bq/kg と求まる。同図には電

気式コーン貫入試験結果の先端抵抗qtも併記して

示している。 

以上より，福島第一原発事故由来の放射性物 

質の湖底や川，海等の底質土への影響と地盤の種

類との関係 6)を原位置で迅速に評価することが可

能である。今後はコーンを底質土表面に接触させ

た状態で牽引する方法についても検討したい。 
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図-1 自重貫入型RIコーンによる測定方法 
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図-2 自重貫入型RIコーンによる測定状況 
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